派遣コンサルタント事業

実　施　要　綱

（目的）

第1条 　本事業は会員事業者の必要とする専門的、実践的な技術や技能について深い知識及び技能を有する者（以下｢コンサルタント｣という。）を会員（賛助会員含む）事業者（以下「会員事業者」という。）の要望に応じて当該会員に直接派遣し、具体的、実践的な事項に関して適切な指導及び助言を行うことにより、近時の厳しい経営環境を乗り切るために経営資質の向上に資することを目的とする。

（実施機関）

第2条 　本事業の実施機関は、公益社団法人島根県トラック協会（以下｢協会｣という。）とする。

（対象事業者）

第3条 　協会がコンサルタントを派遣して行う各種の技能・技術等（以下｢技能等｣という。）の指導対象事業者は協会会員事業者とする。

（事業）

第4条 　本事業では、次のことを行う。

1 コンサルタントの登録

コンサルタントの登録は、県内会員の実情を十分勘案したうえで、別に定める経営・技術強化支援事業に係るコンサルタント選定基準に基づいて行う。

2 コンサルタントの派遣

　　　会員事業者の指導依頼に応じて、協会は登録されているコンサルタントのうちから適切と認められる者を当該会員事業者に派遣し、当該会員事業者が必要としている技能等について具体的、実践的な指導を行うものとする。

3 指導報告書の作成

　　　協会は、コンサルタントを派遣した場合には、案件毎に指導終了後すみやかに指導内容等を報告させるとともに、事業年度毎にこれらを一括し取りまとめた指導報告書を作成する。

4 制度の普及

　　　｢島根トラック時報｣等の活用により、制度の普及に努める。

5 その他

以上の他、本事業に必要な事業。

（指導方法）

第5条 　指導は、1会員事業者につき原則として1人（必要に応じ複数）のコンサルタントが、事前に会員事業者の概要及び相談内容等を十分理解の上指導する。指導する日数は、概ね2日以内とする。（指導内容が異なる場合であって、複数のコンサルタントを必要とした場合は各2日以内とする。）

（指導受付及び結果報告）

第6条 　指導を受けようとする会員事業者は、指導依頼申込書（様式第1号）を協会へ提出し、協会は依頼内容を検討し、これに対応できるコンサルタントを選任し、指導を依頼する。

コンサルタントは、指導の都度すみやかに指導結果を取りまとめ、指導結果報告書（様式第2号）を協会へ提出する。

　また、会員事業者は、指導成果報告書（様式第3号）を協会へ提出する。

（費用負担）

第7条 　本事業の費用助成については、予算の範囲内で次のとおり行う。

1 指導に係る費用については、コンサルタント登録名簿に記載されているコンサルタント料の範囲内で助成し、これを超える費用は、利用者負担とする。

2 コンサルタントの派遣旅費は、協会旅費規程により別途支給する。

（その他）

第8条 　この要綱に定めるもののほか、本事業の運営に関し、必要な事項は別に定める。

　附則

　この要綱は、平成１４年１月２３日から施行する。

　　平成２７年３月１８日　一部改正

